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【ねらいと目的】 

本研究は、近代という時代と深く関わりを持った映画という視覚メディアに着目し、そ

こで 20 世紀のモダニティにおける親密圏がどのように表象され、また逆にそれが現実の親

密圏・公共圏の再編成にどのような影響を及ぼしてきたのかを検討することを目標とする。

本研究はとりわけ、社会主義体制下のポーランドおよび植民地朝鮮という二つのフィール

ドに焦点を当てる。これら二つの地域に着目する理由は、それらがいずれも、西欧近代と

は微妙に異なる近代化のプロセスを辿ってきたからにほかならない。そこにおいては、単

に政治・経済面のみならず、人々の親密な生活やそれにまつわる想像力・欲望の領域に至

るまで、社会主義のユートピア的プロジェクトの想像力（ポーランド）、あるいは、帝国日

本による国策的・啓蒙主義的な支配（朝鮮）が決定的な影響を及ぼし、親密圏と公共圏を

特異な形で編成してきたのである。本研究は、映画メディアにおけるこうした近代化とそ

れに関わる親密圏と公共圏の再編成を分析することを目指した。具体的には、7 月～9 月に

研 究分担者 2 名がそれぞれ韓国及び旧東欧地域における映画関係の資料・アーカイヴを精

査することで、これらの地域における映画表象とその受容のあり方を歴史社会学的に解明

しようと試みた。 

【活動の記録】 

8 月 28 日～9 月 29 日  

ポーランド・ワルシャワ市 ワルシャワ大学図書館・国立映画アーカイブにて資料収集

調査（菅原祥） 

9 月 15 日～9 月 29 日  

韓国・ソウル市 ソウル大学図書館・韓国映像資料院にて資料収集調査（周東夏希） 

10 月 17 日  

共同研究者 2 名による調査成果の報告会、および最終成果報告に向けた話し合い 

2 月 16 日 

GCOE 成果報告会における発表 
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果の概要】 
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